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広島原爆被爆者の放射線白内障 1949-64 年 
(William J Shull, 大竹正徳、船本幸代、RERF TR 11-92) 
 
研究目的 
1949-64 年の眼科調査で得られた白内障のデータを使って、DS８６線量を用いて、原爆被

爆者における白内障の線量との関係を解析する。 
 
研究方法 
DS86 線量推定値が得られている広島原爆被爆者 2249 人について、1949-64 年の間に眼科

調査で認められた後嚢下混濁と電離放射線被曝と線量との関係を再解析した。 
 
研究結果 
DS86 眼臓器線量を用いた場合の放射線白内障における閾値は 1.75Sv（95%信頼区間 

1.31-2.21）と推定される。 


